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第第第第５５５５回廿日市市回廿日市市回廿日市市回廿日市市景観景観景観景観審議会会議記録審議会会議記録審議会会議記録審議会会議記録    要旨要旨要旨要旨 

 

 

１ 会 議 名     第５回廿日市市景観審議会 

 

２ 開 催 日 時   平成２９年１月２４日（火）  ９時３０分から１１時１５分まで 

 

 場   所   廿日市市役所３階  政策審議室  

  

３ 出 席 委 員   稲田恵子    ・岡本礼子    ・梶本歌子    ・森保洋之 

 

中山隆弘    ・塩田ひとし    ・山田延弘    ・細見恵 

 

吉田正裕     

 

 

 欠 席 委 員   正木文雄    ・佐藤洋     ・三浦浩之 

 

 

４ 議事 

（１） 開 会 

 （２） 議 案 

第１号議案 はつかいち景観百選の審査方法等について 

      １ はつかいち景観百選の応募状況等と一次審査結果発表について 

      ２ はつかいち景観百選の二次審査（案）について 

      ３ はつかいち景観百選の冊子構成（案）について 

 

 

５ 公開、非公開の別  公開 

 

６ 傍聴人の人数    0人 

 

７ 発言の要旨  別紙のとおり 

 

８ 事務局職員   建設部都市建築担当部長 向井敏美  ・都市建築担当次長 久保伸治 

 

          都市計画課長 上原寿文  ・都市計画課長補佐兼係長  戸嶋伸二 

 

          主事 常石佳那      ・技師 児玉絵美 

 

 

９ 説 明 員   都市計画課長 上原寿文  

 

 

10 アドバイザー    地域計画工房  山下和也   ・地域計画工房 増村嘉大 

 

 



 

11 結   果 

 

第１号議案  １  大枠は原案のとおりとする。 

 

         ２   選定数を確定せず、全ての作品を対象に、資料④,⑤を参考にしつつ、資料⑥ 

 

に、優れた景観であるかについて評価するものとし、評価理由も示すものとする。 

 

         ３  二次審査の結果次第となり、現時点では決められない。地図の載せ方、子供 

 

          用を作成するかなど、今後の審議とする。 

 

 

12 その他の必要な事項 

 

     各委員の二次審査の評価結果は、指定期日までに、事務局に提出するものとする。 

 

 

13 発言の要旨 

（１） 開会挨拶 

（２） 審議会成立の報告 

（３） 第１号議案 はつかいち景観百選の審査方法等について 

    １ はつかいち景観百選の応募状況等と一次審査結果発表について 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございました。 

 今、ご説明いただきましたけれども、ご質疑、ご意見ございますればお願い申し上げたいと思い

ます。 

 私のほうで確認をさせていただければと思います。その上でお願いできればと思います。 

 ２ページ目の応募状況の文章の中の５行目の合計で357件、その下の24件は対象外、その対象外24

件を除いて提案を合わせると357件であると理解してよろしいでしょうか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい、そうでございます。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうですね。387から引くんじゃなくて、引いた残りが357件であると、有効が357件であると、そ

ういう理解でよろしいですね。 

（（（（事務局）事務局）事務局）事務局）    

 はい、そうです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございました。 

 それから、４ページ目の対象外とした今の24件の件数でございますけれども、前の委員会で何件

か出まして、私と三浦先生とで見せていただくということに相なりました。一定の理解までいっ

ていたんですけれども、その後、応募作が増えたものですから、改めて事務局のほうで物件をよ

く精査させていただいたということでございます。それで、私も大方見せていただきましたけれ

ども、考え方としては、施設の中の景観とか景観の選定の意味がわかりにくいものであるとか、

場所が特定できないという場合とか、それから肖像権の問題とかいうことがありまして、応募に

感謝する一方で、景観審議会のこのたびの選考からすると少し横に置かせていただくというふう

な形をとらせていただければと思っております。 

 この件については、今日、これはということになっておりませんので、私と三浦先生とでまた見

せていただいて確認したいと思います。この対象外の物件については、先般、私、事務局に伺っ

たときに大まかに見せていただいたことからすれば、これにて、よろしいのかなと思っておりま



 

す。そういう理解でよろしゅうございましょうか。ということでご理解下さい。ただ、183番と192

番については、タイトルからすると宮島の鳥居であったり紅葉であったりということで、興味が

あるんですけれども、理由のほうを見ると場所の詳細が不明ということでございまして、大変残

念だなというふうに思って、ほかも残念なんですけれども、特に残念だなというふうに思ってお

ります。その点、何か事務局のほうでコメントありますか。状況説明的なことになるかもしれま

せんけれども。 

 では常石さん、お願いします。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 183番の宮島の鳥居に関しましては詳細場所不明ということにはしてはいるんですけれども、同じよ

うな撮り方をしている写真が実はもう選考の対象の中にございましたので、そういう理由でありますの

で特に対象外にしても問題にはならないかなというところで判断をさせていただきました。 

 あと、192番の羅漢の紅葉なんですけれども、こちらも詳細場所不明ではあるんですけれども、羅漢

の写真もほかのものにもありますし、あと、かなりズームをして撮られていましたので、その点からし

ても肉眼で見る光景とはちょっと外れていたものでございましたので、こちらもそういった理由で対象

外とさせていただいております。 

 以上です。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございました。 

 ズームの点は何点か、宮島でもございましたですね、写真を拝見すると、ありますので、今の点

よくわかりました。 

 それからもう１点ですけれども、228番であるとか264番であるとかは、広島市が視点場であると、

そういうことですね。これは今後の課題だと思いますけれども、向井部長と広島市とが相談され

て、実は今週土曜日に、両市初めての共催の景観シンポジウムが開催されます。ということは、

視点場等に対する見方も地域を超えて見ていくということが今後、大事になってくるんじゃない

かと思っておりまして、向井部長ともお話ししているところでございますけれども、それにもか

かわってまいりますので、今回はこれでよろしいのかなと私は思いますが、今後の課題として、

心にとめておきたいと思っております。いかがでしょうか。 

 以上、私、この４ページにかかわることは以上のことが気になりました。 

 それから、５ページ目のところでお教えいただきたいわけですけれども、修正がありまして、表

の上の廿日市34が33であるということで説明ございましたので、ご修正をお願いしたいと思いま

す。ですから、159件は正しいということになるわけでございます。 

 それではコメントですが、私、お伺いしたいのはその上でございまして、ＡＢＣの分け方なんで

すね。Ｂの中に極楽寺がありまして、Ｃの中にも極楽寺からの眺望がございます。ここの区別と

いうのは比較的ふわっとされて、わかりやすく区別されたものなのでしょうかということをお伺

いしたいんですけれども、どうでしょうか。ちょっと作業の仕方からご説明いただければ安心が

できるということでございます。お願いいたします。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 すみません、回答させていただきます。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 お願いいたします。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 Ｂのほうの極楽寺は本堂とかその裏の鐘楼とか、お寺そのものといったものを対象にして極楽寺とい

うふうな形で決めさせていただいております。Ｃのほうは眺望ですから、展望台がありまして、そこ

から見ている写真が何点か応募がありましたので、そちらは眺望で廿日市市街地、フェリー、宮島と

いうものを見たものということでとらえさせていただいております。宮島について、厳島神社をどう

しようかなというところはちょっとあったんですが、これは国宝とか重要文化財とかそういう単体で

やっぱり景観資源になっているものがありますので、そこはちょっといろんなものが写っているとき

は厳島神社一帯という形で捉えさせていただいて、ピンポイントで撮っているものについてはＡの特

定の景観資源というほうでまとめるというような形にさせていただいております。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    



 

 ＡとＢがそうすると視対象ですね。Ｃのほうが視点場からの眺望ということですね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 眺望という形ですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 関連のものは、今のような工夫をして枠組みの中に入れたと、そういう理解ですね。そういうふ

うなことで理解させていただきました。 

 ということで、あとは今日の追加資料については、大野さんがちょっと数が19で少ないようです

が、内容を見るとまあよろしいかなというふうに感じました。これは私の思いです。それから、

仕事とか暮らしのほうがかなり少なくなるのではないかと危惧しておりましたが、30近く集まっ

たのはありがたい。都市の景はわんさと出るのではないかと思っていたんですが、これは私から

すると思いのほか少なかったということです。 

 あともう一つ、先ほど10代、20代の数が多いということについては、実は、三浦先生、それから

広島工大の伊藤教授にご協力いただいてということが、背景にありますし、他の委員の方にもか

なりご協力いただいて、10代の方がふえたというふうなことと私は理解しております。感謝であ

ります。 

 ということで、私のほうの前半のコメントを終えまして、それでは質疑と意見について、何かご

ざいますればお願い申し上げたいと思います。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 これ、記録として残るとすれば、応募物件って、やはり審査対象外。先生おっしゃったように、 

ちょっとわかりづらいといいますかね、これ、応募、初めからなかったとみなして数えたんです

か。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうですね。先ほど会長からも全応募物件としては両方足したものが全応募物件にはなるんです 

けれども、選定をこの委員会でしていただく上で作品そのものは今この写真集の中には含まれて

おりません。そういうふうにちょっとして少し作業のほうを省略していただくように省きました。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 応募数としては入るんですね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい、そうです。応募数としては。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 選定の対象からは申しわけないけれども横に置かせてくださいということですね。そういう理解

のようでございます。これ本当に感謝なんですよ、拝見するとね。ほほ笑ましいお子さんの姿と

か、残念だなあと思うんですけれども。川の岸辺ですね、楽しい風景とかも背景にして、申し訳

ないなと思います。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 保護者で20代の女性というのは、先ほどおっしゃったように三浦先生とか、声のかけ方で・・・ 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 岡本先生にも随分ご協力いただいたことかなと想像しておりますけれども。委員の方の皆さんが

お声をかけていただいた結果で、ありがとうございます。ほかにご意見、いかがでしょうか。 

（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）    

 先ほどの183番の宮島の鳥居の選考外になったという作品に関してですけれども、もし同じような

角度で何点もあって、その１点だけが公募の対象になって、そのほかのがもし何点もあって公募

の対象外になったとして、その本当にすごく酷似している点数の１点を選ぶときに、もしかした

ら写真家の方の専門性だとか、そういうことが必要になってくるんじゃないかなと思ったり、も

し同じ方が３枚出されているんだったらその中の１枚でも何の問題もないかもしれませんが、全

部違う方が応募されているんでしたら、プロの方の目線というか、そういう視点でその中のどれ

にするかというのを選ばせるのも必要なんじゃないかなと。多分、同じ私たちが素人目で写真を

見るのと、プロの方が光や色や角度を見て選ばれるのとでは、同じものでも作品としての評価が

違うと思うので、そういうふうなところになっていたのかな、と。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    



 

 今の貴重なご意見に関連して、実は、何回か前のときに、三浦委員だと思うんですけれども、先

ほどのＡＢＣ、視点場と視対象、つまり、どこに立って何を見たかということを注視するという

のが１点。それからもう１点は、写真コンテストではなくて、景観を見るまなざし、つまり、ど

こに立って何をどう見ているのかということから選ばせていただくという話が出ました。ですか

ら、再度、改めて確認させていただくと、今の対象外の話しは、全体的に見ると、難しい点はあ

りましょうが、写真コンテストではないので、何を撮った写真なのか、景観として何を撮ろうと

したのかということを我々が思いはかって選ばせていただくのをメーンに選定し、最後に、対象

外にした物件について、全体のまなざしの中で、これでよろしいのかを確認することとしたなら

と、思いますが、いかがでございましょうか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 会長、ちょっとよろしいですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）  

はい、お願いいたします。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 今会長からおっしゃっていただいたんですけれども、まさしくそうで、これ、写真コンテストで

はないので、ここにある写真を見て写真の出来で選んだのではなくて、すぐれた景観資源を写し

ている作品としてということで、その景観資源に主体を置いて私どもも今回評価をしましたので、

その点だけ、写真がいいからということではなくて、例えば鳥居をズームアップで撮ったとして

も、これ、景観資源、じゃ、どこに行って見られるのということになるわけです。それはちょっ

と違うだろうと。ただし、出していただいた作品の中に、この景観資源をここであらわしたいん

だねというのに主眼を置いて選ぶということをしましたので、その点はちょっとつけ加えさせて

いただきます。 

（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）    

 もしかしたら、補足でそういうコメントが必要かもしれませんね。と感じました。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 最後に検討すべきですけれども、応募した方のお名前は、今回の今のような趣旨からすれば、私

個人は、申しわけないけれども省かせていただくということのほうが市としての景観のセレクト

の仕方としてはよろしいのかなと、思いはそこにあるからというふうにも思っております。そう

いう意味で、いろんな意味で感謝しながらも少し絞った形のものができればなと願っております。

よろしゅうございましょうか。ほかにいかがでしょうか。 

 吉田委員、お願いします。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 今回、集約をされた中で大体宮島の場合厳島神社とか大鳥居、五重塔というような大変多くの視 

点場が１つに絞られていますね。これは例えば大鳥居でありますと視点場として下から見る大鳥

居というのはまたすばらしいですし、後ろから見て回廊と一緒に写っている五重塔というのもす

ごくすてきな場所だと思うんですけれども、そういったものを全部１つにしていいのかなという

のをちょっと思ったんですが、五重塔にしても単体として見る五重塔と、町家通りから見る景色、

視点が違いますよね。その辺を１つにされているので、その辺はどのようにお考えなんですか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 まとめ方の問題なんだと思うんですけれども、他市の分で見ると岡山は百選で100点ですけれども、

あそこは景観資源は、例えば五重塔なら五重塔、でもいろんな方向から見る五重塔がありますか

ら、そこはハイフンをつけて、１つには資源としてはまとめてありますけれども、応募があった

ものは全部それを載せているというのもやっているんですね。景観資源として景観百選とはして

いますが、作品集としたら150とか160とかという形のまとめ方をしているので、それも一つの方

法だというふうには私も思っております。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 やはりこの中から１つ選ぶというわけではない。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうですね、そこをどうするかというのはちょっと議論をしていきたいところでございます。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    



 

 今回の資料の⑦と⑧は、恐らく吉田委員がおっしゃったような形かなと思うんですけれども、そ

れに対してふくよかな、小さな写真でもとか、あるいは幾つかあるよというコメントとか、そう

いうふうな形とか、要するに限定版じゃなくて、特に鳥居は海からと山のほうからとで違います

しね。そういうことの丁寧さも要るでしょうね。ありがとうございました。大事なご意見だと思

います。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、最初の一次審査結果発表についての件については意見が出尽くしたというふうな形で

終わらせていただければと思います。 

 次に、２つ目ということで資料の７ページでございますけれども、「はつかいち景観百選の二次

審査（案）について」ということで説明を事務局からお願いいたします。 

２ はつかいち景観百選の二次審査（案）について 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 それでは、議案集の７ページ「２ はつかいち景観百選の二次審査（案）について」ということ

でご説明をさせていただきます。 

 （１）事前審査（案）でございますが、これは審議会で選定作品を最終決定するに当たりまして、

事前に各委員さんが応募作品とワークショップ提案作品の合計357件からすぐれた景観を表現し

ている作品を、これは事務局の案なんですが、30から40件ほど選定をしていただきまして、度合

いにより「◎」または「○」を選択していただきます。 

 なお、すぐれた景観を表現している作品とは、募集する景観の性格、募集のときの募集案内に載

せました「後世に残したい・大切にしたい」「見てほしい・知ってほしい」と思う景観の作品で

ございます。また、事前審査資料として【資料①】から【資料⑤】を活用していただければとい

うふうに考えております。 

 活用方法をご説明いたしますと、まず、【資料①】写真一覧では、こちらは、応募作品とワーク

ショップ提案作品を地域ごとに同一の景観資源を対象としているものごとに並べております。な

お、広域眺望などの景観で複数の地域を含んでいる場合は、各視点場のある地域で並べておりま

す。作品ごとに比較し、すぐれた景観を表現している作品を選別していただきます。 

 次に、【資料②】応募物件一覧でございます。こちらは、【資料①】と同様の順に並べておりま

す。主に各応募者の推薦理由にてすぐれた景観を表現している作品を選別いたします。 

 次に、【資料③】の景観分布図でございます。こちらは、各作品の景観資源の場所を景観の分野

別に色分けをして地図上に表記しております。なお、広域眺望の場合は視点場を「◎」で表記し

ております。すぐれた景観を表現している作品がどこで見ることができるのかを把握していただ

きます。 

 次に、【資料④】一次審査結果一覧でございます。こちらは、先ほどもご説明しました11月に職

員４名で審査をいたしました一次審査結果で景観の分野別ごとに評価の高い順に代表の景観資源

を並べております。すぐれた景観を表現している作品が一次審査でどのように評価しているのか

を参考にしていただけたらと思っております。 

 次に、【資料⑤】視点場現地調査結果でございます。こちらは、一次審査で事務局が視点場のわ

かりにくい場所について、30カ所の現地調査を行いまして、視点３の視点場の度合いを詳細に評

価したものでございます。すぐれた景観を表現している作品の視点場がどのような状況かを把握

するときに参考にしていただくものでございます。 

 次に、【資料⑥】二次審査表でございます。こちらは、各委員さんが選定作品を記入する回答表

でございます。すぐれた景観を表現している作品を30から40件ほど選定していただき、度合いに

より「◎」または「○」を記入していただきます。また、選定した作品については、選定理由コ

メントを記入していただくような形式にしてございます。 

 それでは、議案集の７ページにお戻りください。 

 （２）最終審査（案）でございますが、審議会において、事前審査で選定された作品を集計した

結果を発表いたしまして、次の３点を整理します。１つ目は、はつかいち景観百選として、選定

しにくいものがあるかでございます。特徴的な景観や周辺の景観と調和しているかどうかを判断

いたします。２つ目は、百選の数は100に限定しないが、どの程度にするかでございます。事前審

査の「◎」または「○」に該当する作品が一つでもあれば選定するかどうかを判断いたします。



 

３つ目でございます。景観の分野別、地域別で考慮すべきことはあるかでございます。特定の景

観の分野、地域に偏っている場合は、数をそろえるかどうかを判断いたします。 

 最後に、今後の二次審査の最終審査までのスケジュールでございますが、一応この年度内にまと

めておきたいという考えがございまして、先ほどの（１）の事前審査につきましてはおおむね２

月17日の金曜日までぐらいを今考えております。本日の二次審査の案が案として了承された場合

は、お配りしている資料を利用していただきまして、なお、この審査案について修正があった場

合には、修正資料をご利用いただいて、まず事前審査をしていただきます。それを今度事務局の

ほうで一旦回収いたしまして、まとめて最終審査がこうなりましたということでお示しをするん

ですけれども、その結果は、最後に審議会を開催しますので、その審議会の場において発表をし

たいと思っております。 

 したがって、年度内に審議会を開きたいということから、３月の中旬から終わりまでの中で１週

間ぐらいの予定でそこらを調整させていただきたいというふうに考えております。 

 以上で「２ はつかいち景観百選の二次審査（案）について」の説明を終わらせていただきます。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 どうもありがとうございました。 

 事前審査のところの３行目に30から40ということで事務局の提案ですということでご説明いただ

いたんですけれども、実は、私と三浦先生の提案で、それはデータを見ない際の提案でした。率

直に申し上げますが、広島市が「Viewtiful(ビューティフル)!ひろしま」という事業で、広島ら

しい眺望景観を、景観100景を示し、その中から５点選んで応募願うという話が、前の前のこの審

議会でありました。その後、私は広島市の審議会のほうで、その選定のお手伝いをいたし、25の

眺望景観が、スムーズに選定されました。というのは、応募数が確かおよそ6800票というように

多いんですね。100のうち５点選んでください、その結果うまくいったということは、応募母数が

多いからなんです。今回、このメンバーでやりますから、どうなるかということの中で、30とか

40かなと、大変だろうからなという、そういう思いでいたのが率直なところでした。 

 実は、このたび大量の、皆さんとご一緒に、同時にいただいた資料をよく見せていただくと、例

えば資料の④の一次審査結果一覧という４人の事務局の膨大な作業の結果がここにあるんですけ

れども、ここの右から３番目の特徴的だと思う項目、これは、先ほどご紹介ありましたけれども、

視点の２ということで、この表の上の⑤、⑥、⑦、⑧ですけれども、それに該当しているものに

ついては一番上は⑤だとか３番目は⑧だとかと書いてあるんですね。これは４人の方が大体こぞ

っていいよと、事務局としては思うということなんですね。これは現場に行ってみた上での判断

でしょうから、私は大いに参考になるのではないかと。これを数えてみたんですよ、私。そうし

ましたら80あったんです。さあ困ったなと、私と三浦先生は30か40選んでいただければ分布して

いるかなというふうに思ったんですけれども、率直に申しますけれども、ここで30、40というん

でなくて、多分、30、40とされたら困ってしまって、これも選べたのにということになるのじゃ

ないかということで、私も提案者の一人なものですから、三浦先生にもご了解いただかなきゃい

けませんけれども、むしろオープンにして、だめなもの、バツはぜひほしい、これは載せないほ

うがいい、それからもう一つは丸、二重丸、これらは載せてほしい、これらをつける数は、自由

で結構ですけれども、要するに全部の、約160ありますけれども、160についてこの先ほどのご説

明の資料ですと資料の⑥に二次審査表というのがありまして、地域別に連番がございますので、

これにすぐれた景観を表現している作品という欄に、二重丸とか丸とか、あるいはこれはだめだ

よとバツとか、自由につけていただく。ですから、ついていない欄が出る可能性が当然あるわけ

ですね。それはもしかしたら三角、その方にとっては三角かもしれないというふうに、30から40

という提案を変更し、以上のように再提案をこの場でさせていただければと思います。三浦先生

には了解を得ていません。昨夜の作業の結果、これはちょっと委員の先生方、お困りになるんじ

ゃないかと思ったものですから、自由にセレクトしてくださいという形を、提案者の一人として

再提案をさせていただければということが一つ。 

 もう一つは、これはまた感謝なんですけれども、先ほどの資料の④は、これは膨大な作業をされ

た上の結果です。４人の方、どなたかわかりませんけれども、たくさん感謝したいと思いますし、

もう一つ、資料の⑤は事務局の後ろにおられる、サポートされているコンサルの方々がワークさ



 

れたものと想像しておりますけれども、資料の⑤は視点場探しを現場でされたんですね。これは

大変だったと思いますよ。写真手がかりでしょう。木の枝葉の形はとか、季節が違うから葉っぱ

が散ったらどうなるかとか、多分、これは大変な作業でして、30地点、大変だっただろうと想像

しておりまして、感謝、このたび事務局及びコンサルの方々に感謝させていただきたいというふ

うに思います。山下さん、ありがとうございました。これ大変だったと思います。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 作業は増村が中心になってやりました。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうですか、ありがとうございました。一体ですので、ありがとうございました。 

 何を申し上げたいかというと、この資料の⑤は視点場探しをして、ここに資料がありますけれど

も、これを拝見すると、未調査というのが、その５ページ目にあるんですね。これはちょっと様

子を伺いたいなと、つまり、先ほどだめなものがあれば教えてくださいということにも関係する

ので、ちょっと様子だけ、この５ページの資料は教えていただきたいということと、例えば、次

の６ページは写真を撮ったときは、撮った応募写真には電柱は載っていないけれども電柱が載っ

ていると、近くにあるとか、写真を撮った後で何かできてしまって変化しちゃったんだという、

16ページの携帯電話基地局ができたらしい例とかが、たしかありましたよね。そういう３点があ

りましたので、それはもしかしたらば先ほどの場合によっては残念だけどバツかもしれないよに

該当するので、ちょっとコンサルの方から直接コメントいただけますか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 まず５ページのほうなんですけれども、これは資料①の写真一覧の２ページの上から２段目の左

37番、「レンゲツツジ咲く冠高原」ということでございます。ここ、ちょっと行ってみようと思

いまして伺ったんですが、入り口のところに立入禁止のコーンがありました。これが個人の方の

家に立ち入るなという話なのか、この右手のものが牧場というか畜舎のような形でして、さあ入

っていいものかどうかというところでこれはちょっと悩みまして、個人の方だとまずいなと思っ

て入らなかったと。ただ、実際、ブログとかちょっといろいろ検索してみると、奥の方にちゃん

と県の指定の文化財になっていますので、碑はあるということでして、多分恐らくそこまでは入

らないだろうけれども、今回はちょっと立入禁止ということになっていたので入らなかったとい

うことになっております。 

 続いて６ページです。６ページは、先ほどの資料の37の横の38がそれですが、旧国道には一応な

るんですが、道路の片側のみにこの唐松林がずらずらっと並んでおると。ちょっと引いて見ると

右手は電線が走っていたり、道路の状況も余りよろしくないという状況になっているというとこ

ろです。この37と38は非常に近い場所にあります。先ほど言われました新しいものが建っている

というのは16ページの例ですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 携帯の電話局。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 電話局。これも応募された方の視点場の情報をもとに下川上会館付近ということでしたので、こ

こに行ってみると、大峰山ですか、これを望むと新しい基地局のようなものが建っておると。これ

がうまくズームして、もしかしたら写真を撮られた方は省かれておるのかもしれませんけれども、

ぱっと見た感じだとちょっと邪魔になるかなということで掲載させていただきました。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 写真撮影後にサテライトができたこともあり得るわけですか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 もあるかもしれませんが、そこはちょっと詳細はわからないと。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 気になったのは以上３点でございます。つまり、この資料は視点場が特定できたところ、立ち入

りが難しいので特定はできなかったけれどもこのような状況のようだという雰囲気ということに

なりますので、参考にしていただこうと思いますが、この資料の⑤から30点で、これは省いたほ

うがいいよと実際は読み取れなかったんですけれども、事務局のほうで何かありますか。これは

省いたほうがいいよということはなかったように思います。 



 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 省いたほうがいいようなものですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 視点場の見方からして、現場に行ってみて。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 さっき言った資料の38の唐松林、これは本当に限定的な場所でして、実際、車で行くと相当傷が

いくだろうなというような状況の場所でもありますし、周辺にとめるようなところもないと。こ

れを悪いとは言いませんけれども、どうかなという思いは若干あったところです。 

（事務局（事務局（事務局（事務局））））    

 唐松林については、多分、群生みたいなところがもっと廿日市市内にあると思いますので、これ

は写真の技法でズームアップされて唐松林単体を対象にされたようなものだと思いますので、少

し特徴的なことということにすれば留意が必要かなというふうに思いました。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ということであるようです。それから資料の④ですけれども、つまり１つ前のＡ３判の資料の④

でございますけれども、職員４人の数値を平均化したと、この見方の説明が先ほど事務局からあ

りましたけれども、一つ重複するかもわかりませんけれども、審査の参考にということで、私の

理解を申し上げたいと思います。 

 表の上に基礎項目得票数11項目とか右のほうに幾つかございますけれども、この11項目というの

は表の上に１番から11番まであるものですね。そういうことであります。それについて、足すと

11になるんですね。10.3と0.8で足すと11とこういうことですから、平均値になっていると理解し

ています。問題は、「そうは思わない」となっている、これが多いとちょっと困るなと。例えば、

現場が良好に保たれていないとかということになるわけですから、表現が全部ネガティブになる、

安全ではないとか、そうなりますので、それが多いと困るなということですけれども、この見方

で、「そうは思わない」の部分をみてみると、極端に多いものはなかったということかなと思い

ますが、そうそう、0.3とかほかが垣間見られるというふうなことはあるようです。 

 それから、次の加点項目については、ここには載ってないんですけれども、加点項目は６項目で

すね。12番から17番ということで、前回の委員会のときに配布された資料があります。もしか必

要な場合、事務局のほうで前回の資料の11ページなんですけれども、そこを見ていただくとよろ

しいんですけれども、ご自宅のほうに保管されていると思いますけれども、わからない場合はお

っしゃってください。 

 加点項目は６項目でございまして、景観を守り生かす取り組みとか、景観保全とか、そういうふ

うなことでございます。そうは思わないというのはやはり少ないけれども、でも0.5とかほかもあ

るようです。総合得点というのは全体の11プラス６の17という形で合わせたものでありますので、

参考にしていただけるのではないかなと思います。特徴的だと思う項目というのは先ほども言っ

たとおり、基礎項目の得点数11項目の中の⑤、⑥、⑦、⑧、資料④の表上の⑤、⑥、⑦、⑧の中

で現地に行ってみて、データも見て、写真から眺めてみて、例えばここの１番、管理番号45番の

宮島の場合、⑤ですから、廿日市市または地域を特徴づける景観であると思われると、こういう

ふうに例えば理解するとよいと思いました。その右の２つのところはご参考にしてくださいとい

うことですので。何を申し上げたいかというと、先ほどの例えば私の修正案として、自由にして

いただいて、二重丸、丸、それからバツをつけていただく。空欄ができてもそれはよろしいとい

うことでしていただく、その際に、事務局のつくられた資料の④と、コンサルがつくられた資料

の⑤を確認という形で参考の情報として持ってくださいというふうにさせていただくのがよろし

いかなというふうに感じました。 

 それから、最終審査のところで３つ書いてあるんですけれども、そのうちの１つの②については、

一つでも丸があれば選定するかということについては、多分そうなると思うんですけれども、実

は先ほど申したとおり、ネガティブなことがあったり考慮すべきことがあったりすることもあり

ますので、一つでも丸がつけば必ず選定されるというわけではないということは確認させていた

だければと思います。評価は自由につけていただき、これを選定するか否かは基本的には、デー

タを見てこれはちょっととなった場合にはごめんなさいということもあり得るということを私は

思います。 



 

 それから、３番で終わっているんですけれども、きょう、吉田委員と岡本委員から出ましたので、

新しい④として、視対象に対して視点場とおっしゃったのかな、先ほどね、見方を変えるという

ことに対する配慮というのが新しい④番。次いで新しい⑤として岡本委員の先ほどの話で、選定

外になった作品を最終的に、これで選定外でよかったのかどうかという確認をするということに

させていただければというふうに思います。私のコメントは以上でございます。以上のこと、ほ

かのこと等でご意見等ございますればご発信いただければと思います。吉田委員、目が合いまし

たのでお願いします。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 この一次審査結果、本当に大変な作業をしていただいたんですが、これを集約した平均値が出て

いるということなんでしょうか。備考にその他の番号というのも全部含まれた中での平均がここ

に出ていて、その順位がついているんだと思うんですけれども、反対に、二次審査のほうは全て

の写真に丸とかをつけるようになっていますけれども、この場合、冠山なら２つある中の両方に

丸をつけたりするというふうになっている。ですから、せっかく集約をされているのに、二次審

査でまた全ての写真に私たちが丸をつけるような形になっていますけれども、この辺はどのよう

に考えて……。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 さっき吉田委員がおっしゃった、いろんな方向からのものがあるということ、ここはリンクする

んですけれども、私たちは全部、357作品全部点をつけました。今日お配りした資料はそこを集約

しただけなので、事務局で357作品の結果、全部あります。集約しない形もありますので、どっち

かというとそちらをお配りしたほうがいいようなら、時間かかるんですけれども、用意をして再

度お配りさせていただくことはできます。だから、最後のまとめ方のところへつながってくる数

と、全て、ここを審議会委員の方に選定をしていただくということを前提にしているので、しっ

かりここは決めておきたいというところではございます。ただ、資料としてはこの評価は357作品

全部につけておりますので、それはございます。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 今の件の確認ですが、資料の⑥は全部計算すると160という理解ですね、資料の⑥については。今、

吉田委員おっしゃったように、写真集のほうはそうじゃなくて360とかそういう母数で、くくって

あるので計算すると160になるということですね。ですから、例えば採点の仕方がこの表でやって

くださいということですが、原案は。もしかしたら、やりにくいかもしれないけれども転記のミ

スがあっても困るので、357作品全部がある資料に丸つけてもらうということだってあり得るんで

すよね。改めて事務局が配付されなくても、そのほうが転記のミスを考えるとやりやすいのかな

とは思うんですよ。ここにまた赤字で、赤のボールペンとかでわかりやすくつけてくださいとい

うことは必要なんですけどね。ということもあり得ますが、事務局、いかがなものですか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 それはやりやすい方法が、今、最良かと思いますので…… 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 最良かどうかわかりませんけれども、少し委員としての意見を、入るかなと思いますけどね。は

い。今の点についてどうでしょうか。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 確かにいろんなものを見ながら何というか採点・評価するというのは非常に難しいというふうに

思うんですね。純粋に審査する立場から写真と風景のよさを簡単にセレクトして、その結果と、

こっちとこう合わせてという考えはあるんじゃないかと思います。先ほどおっしゃったように、

視点場に実際に行って見た人の目というのはすごく大事なことだというふうに思いますし、視点

場に実際に行っていただいたのはすごくいいことだと思うんですね。視点場自体も行って見る価

値がある、行ける、いつでもいろんな人が行って、そこで見ることができるということを皆さん

に知っていただくということも大事なので、総合評価をやっぱりすべきだなというふうにちょっ

と感じました。いろんなものを見ながらこれはこうだから丸にしようということじゃなくて、単

純に審査員として風景を見てこれはいいなと思うかどうかということで、先生おっしゃったよう

に、自由にするということはそういうことじゃないかな。 

 それと、どういう形になるかちょっとわからないんですけれども、実際に行った方の目というの



 

も合わせて評価できたらなというふうに思います。そこがちょっと難しいとは思う。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうですね。多分、今、一番いいという方法というのはないと思うんですけれども、できるだけ

少しでもよい方法をと。それから、何と言いましょうか、転記ミスとかいうのがちょっと怖いの

で、できるだけ率直な、直接的なほうがいいかなとは思いますよ。いい案かどうか知りませんけ

れども、357作品全部ある資料のほうにつけちゃうと、例えば。そうすれば楽かな。難しいのは、

これの並びと先ほどの景観の並びが少し違うんですよ。だから、あちこちしますので、評価は、

例えばこの資料の①に、例えばですよ、赤字でつけてくださいとした場合に、やっぱりあちこち

見ていただくんですけれども、先ほどおっしゃったようにネガティブな問題とかないのとか、こ

れはかなり評価できるねということを書いていますねとか、読みとったよとか、そういう話を入

れ込んで総合評価として、この写真の横に二重丸とかバツとか書いていただきたい。その上で、

私は細見委員の意見に賛成ですけれども、評価とともに総合的に各視対象ではなくて、総合的に

こんなことだったというのがありますれば書いていただく、なければ結構だというふうに思いま

す。これについて皆様方、いかがでございましょうか。手戻りしないように、したいと思います。 

（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）    

 総合評価というのを言われたので考えてみると、季節を追って美しく、家族とか車でとかで行き

やすく、それでも今の環境資源としてはちょっと薄いかなと思っていて、今からの観光資源にな

り得るような価値が見出せそうなところとか、そういう視点かなと今話を聞きながら感じました。

あと、大野という地域の観光になっているので、そうすると視点場という点ではとても資源が少

ないところなんですね。百選を選ぶ中の大野って何点入れていただけるんだろうか、反対にそう

いう目線で感じたりしたので、そういうバランスみたいなことももしかしたらあるんじゃないか

なというふうに感じたんですが。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 そのバランスはどう考えたらいいんでしょうか、選ぶ側としたら。地域分類とかですね。バラン

スは考えなくていいと。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 結論としては、今の段階では考えなくていいと、そういうふうに思いますけどね。むしろ、例え

ば均等にやってくださいというのもまた変かもしれませんので、とりあえず各委員の考えで二重

丸、丸、バツで、空欄もいいと。次いでコメントが来る、それはいろんな意味のコメント。それ

で、トータルな意味で総合評価のコメントがあればよいと考えませんか。その上で、集計結果を

みて、調整段階で、今、岡本委員がおっしゃっていただきましたようなことになればいいなと思

いますので、ですから、とりあえずは地域別に何点というバランスをとっていきましょうという

よりは、よい景観、今回の目的に合った景観であるかどうかということでご判断いただくという

のはどうですかね。その上で２月に集計して、３月の景観審議会で、その間、結局また大変と思

うんですけれども、いろいろもんでいただいて、原案を出していただくという。その上で年度内

に決定という形でいかがでしょうかね。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 確認なんですが、一応二次審査というのは資料⑥、これでもって市に提出するということですね、

基本的に。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 いや、今のことからすると…… 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 まず、その場合に資料①の写真とそれから現地調査してもらった写真がありますが、資料①のほ

うは一応視点場としては大丈夫よというような判断でよろしいんですかね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 解説いたしますと、まず資料の⑥についてはちょっと今話題になっていますこれなんですけれど

も、資料⑥のままでいくと、吉田委員から、例えば幾つかのものをまとめたものがこの資料⑥に

なっていますが、約160のパターンになっているんですね。これですと全体が見えにくいというこ

とで、一案として、あ、違うの。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    



 

 資料⑥のほうは357全部です。要は写真と丸が対応しています。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 そうですね。ですから、写真を見ながら資料⑥にチェックを入れていった結果が30になるか40に

なるか50になるかは別として、それが基本になるということですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうなりますね。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 資料①の写真を見る場合に、写真といいますか、これが視点場とすれば一応問題ないであろうと

いうのが資料①ですよね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 その中で30ほど・・・・ 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 ちょっと疑問があるよというのが資料⑤ですね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうです。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 そういう見方ですればいいということですね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 もう一つ加えますと、30は視点場がわかりにくいから、調査したんですね。４人の事務局のほう

は視点場がわかりにくいからの30ではなくて、全体を見られたわけです。ですから、４人の方の

ご意見を３つのカテゴリーがありますけれども、３番目のところは課題があるかなというご判断

です。それも参考にしていただければと。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 だから、写真見ながら判断することで資料の④なりを見ながら。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そういうことですね。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 写真だけではちょっと判断しにくいと思うんですよ。ですから、資料④を見ながら、ほかの資料

もありますけれども、それで選定していくということですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そういうことになりますね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ただ、資料の④のほうはいわゆる資源を主に集約していますので、これでは今ちょっと作品ごと

のは全部わからないところがあって、備考欄に管理番号も振っていますので。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 ですから、例えば集約して178、235と、７つかな、ありますけれども、順位の１番の場合、これ

でどれかが外れる場合もあるかもしれませんよね、個人的な判断で。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ただ、事務局のほうは全部357作品に評価をしますので、そちらの資料を追加でお渡しすることは

できます。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そういうことですね。先ほど、私が勝手な理解をしていて、資料の６は約160ですねという話は違

うわけね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうです。資料のほうは357。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 わかりました。そしたら、その資料の⑥で答えていただくか、資料①ほかに直接書いていただく

かということになるわけですね。 



 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 それならば資料⑥のほうがいいかもしれませんね。転記書きになるかもしれませんけどね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 直接紙に記入していただくのもいいですし、メールで   お送りして、パソコンの中で操作を

していただくということもできますので、それはやりやすいほうを選択していただくということ

で。資料⑥をですね。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 パソコンで操作・・・。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 もうちょっと申し上げると、資料⑥で答えていただくと。それには直接記入式とパソコンでとい

うことがある。これと並びが一緒ですよね、写真はね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい、そうです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ですから、こちらのほうにつけたほうがやりやすい方は…… 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 それはそちらでも結構です。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 やりやすいほうで。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 やりやすいほうでやっていただければと思います。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 いかがでしょうか。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 確認なんですけれども、視点場は全部に書いているわけじゃない。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ええ、明らかにどう見てもわからないところだけを30ピックアップしたということです。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 ちょっと全部行かれたのかと思いました。そういうことですか。怪しいところへ行かれたと。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい、そうです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 事務局の４人は写真を見て、今の山下さんのほうと別に行かれて、見に行ったということはある

んですか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 いえ、現地のほうへは我々は行けてないです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうすると、先ほどの資料の④と資料の⑤とはあわせて見てくださいということになりますね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 山下さんのほうの資料ですね。わかりました。大分、わかってきましたね。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 議長。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 はい、お願いします。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 ちょっと議論が後退するかもしれませんが、最初に議長がおっしゃったように、ここまで精査し



 

たことについて、まず敬意を表します。本当に私の中ではできないぐらいの調査です。私のマト

リクスにはそこまでの思いはないんでありますが、まずやっぱりここまでやっていただいたわけ

ですから、初めて私も意見が、思いが出る。議長が言われたようにこれが原点ですので、私ども、

間違いなく感覚の動物ですから、この写真を見て簡単な評価をつけてみたり、決まった評価を決

めていただいたり、そして、もうここまで出たわけで、そういうデータですから。これは二重丸

がそろったけれども実はこういうマイナス点があるんだよと、ここが難しくて現場には行けない

んだよというのもあればそれは思い切り外したらいいと思うんです。それは事務局にゆだねたい

と思うんですね。我々が選んだものについてそれが残れば、それはそのまま尊重してほしいとい

う、そういうようなつくり方をすればいいかなと。ここまで調べていただいたわけですから、こ

れを私どもがもう一回掘り起こして、私個人の稚拙な作業で掘り起こして全てをまぜ合わせて一

つのものにしてしまうというよりは、やはりこれに直接いけばいいんじゃないかというふうに思

うんですね。この景色いいなという、写真は別としても、これはいいなというその感覚だけで私

たちはいかしていただければ非常にありがたいなという。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 全くそのとおりだと思うんです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そういうことで結構だと思います。一つだけ加えますと、例えばですね、そのときに、その後、

資料の④と資料の⑤の確認はぜひしてくださいよと、そういう話ですね。もう一つは、これ見る

ときに資料の④と資料の⑤を斜めに見ながらつけていただくことがとりあえずは提案だと。しか

し、そこのタッチは多少差が出てもいいと。最終的に資料の④と資料の⑤から再確認するという

ふうな形をとらせていただくと、これでよろしゅうございますかね。ありがとうございました。 

ほかにいかがでございましょうか。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 すみません。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 はい、お願いします。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 先ほどの質問と同じなんですけれども、結局、事務局さんが集約をしていただいて、160ぐらいに

絞られたわけですね。その中から選ぶということになると、この全部ある中の同じ厳島神社なら

厳島神社の10個がある中の、その中でどうしてもここは、この視点とこの視点を残したいんです

よというところだけを選んで、あとは厳島神社というのが一つ選ばれたんですね。そういう選び

方。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうじゃなくて、こっちは357全部ありますので、景観資源が重なろうが、方向が違えばそれがよ

かったらそれを選んでいただくのでいいと思うんです。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 それでいいんですか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 集約されている意味がなくなるんじゃないですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 今吉田委員がおっしゃったのは、事務局のほうでの作業をしていただいた上で整理のときにセレ

クトした約160のところについて見ると。それを具体的なパンフレットでどう紹介するかは次の段階

だというふうに思います。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 この資源ごとに集約したらこうなりましたということなので、もちろん集約のほうに縛られると

いうことはなさらなくて結構です。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 作業上は。 



 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい。さっきおっしゃったように、やはり…… 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 五重塔もたくさん、視点によってありますけれども、全て選んでも私はいいと思うんですね。で

も、この仕様から見ると、これはちょっと行きにくいぞとか出てくると、それは外れますよね。そ

んなことでいいんですかね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ええ、景観資源が重なろうが、方向が変わればそれは一つの風景として捉えられると思うので、

それで結構だと思います。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 よろしいですか。その上での整理の…… 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 それに全部二重丸、丸、ペケをつけるということなんですか、写真に。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 今、塩田委員がおっしゃったように、表でもどちらでも結構ですけれども、これ全部を対象とし

て・・・。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 写真にするとコメントは要らないということですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 いや、コメントもここにつける。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 このほうが何か使いやすいような気がした。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 全ての写真につけると、さっき言われたように五重塔のところ、全部二重丸をつけると、集約が

物すごく難しくなりますよね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ちょっといいですか。選んでいただく上で対象となるものというのを整理したほうがわかりやす

いだろうというのが一つと、実は我々は景観資源をどのように捉えるかというのは、視点場と対

象物と２つあるわけですね。対象物を今、この表をまとめさせていただいたということです。対

象物を違うところから見ると違う風景になる、違う景観になるので、違うものだというふうに我々

も捉えているんですが、もしも同じ対象物であれば、整理をして載せるという方法はあるんだろ

うと思うんですね。それが先ほど会長がおっしゃったように、それは掲載の方向で工夫をしてい

こうというのが一つです。 

 それから、視点場で実は右と左を見ると違うものが見えるという場合もあるんだろうと思うんで

すね。そうすると、それをまた違う景観だというふうに捉えていますので、これもまた整理の仕

方、掲載の仕方で変わってくるんだろうと思うんですね。委員の皆さんに選んでいただきたいの

は、どこから見た何を見ているのかということなので、吉田委員おっしゃったように、五重塔を

参道から見るのと町家通りから見るのは違うものだというふうに我々も捉えています。だから、

違うものを選んでいただいて結構なんです。 

 ただ、最終的に、じゃ、掲載するときにどうしましょうかというのは、また議論をさせていただ

いたらなというふうに思います。まとめているということは、五重塔ばかりがたくさんになると

ちょっといかがかなという気持ちも私どももありまして、整理をさせていただいてこのほうが選

びやすいかなということは整理というふうに捉えていただいたらというふうに思います。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 どうもありがとうございました。全く同感です。 

（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）    

 写真資料の20ページに地御前海岸の牡蠣ひびというんですかね、その場面が５点ほど同じ視点場、

本当に近い視点場からの写真で時間とか季節が違って写って、写真としての評価としてこの方た

ちは撮っておられますよね。そういうのも今の話の中にあるように、同じ視点場からの牡蠣の大

野瀬戸の美しさみたいなことで最終的には整理されるとすれば、この５点どれもすばらしいと思



 

って、どれも二重丸をつけておくということはオーケーということですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 基本的にはそうですね。その上での後の整理をしましょうと。 

（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）    

 ５点は全部いい牡蠣打ちの風景なんだなと、牡蠣場の棚の風景なんだなというふうに理解されて、

それをまた改めてまとめられるときに工夫されるということですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 委員の方の全体の中でそれはどうなるかわかりませんので、各委員におかれてはそれで結構だと

思います。 

（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）（Ｃ委員）    

 各自の判断でということなんですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 よろしゅうございましょうか。出尽くしたかどうかはわからないんですけれども。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 最後に確認なんですけれども、これはかなり意識して選んだほうがいいですか、我々。評価しに

くいとか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 私自身の・・・・。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 この資料ですね、配っていただいたですね。これ、選ぶ目的がここに行ってみたいなと、写真を

見て、だけど行ってみたら大変だったというのは。そのあたりどうですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 塩田委員の話と関係するんですけれども、ちょっと整理しますと、選んでから事務局の資料で省

くというふうな形が今、塩田委員の意見なんですね。私の原案は、今、中山先生がおっしゃった

ようなことかなと思っていますけれども、これ、選ぶときに先ほどの資料の４と資料の５だった

かな、横に見ながら選んでいただくほうが、というのを原案にしたいと思っています。その理由

は、事務局の資料は大変な努力をされましたけれども参考資料なんですよ。ですからそういうふ

うに判断していただければありがたい。ただし、塩田委員のおっしゃったような形でされても結

構だと思います。そのパターンの中で。ただ、原案としては横に見ながらやっていただければあ

りがたいなと。最後、塩田委員がおっしゃったような格好で最後確認を事務局でしていただきま

すけれども、我々としては資料を拝見するとおもしろいというと失礼ですけれども、なかなかす

ごいなとかいろんな感想を持ちましたので、ぜひそういう思いを共有しながらつけていただけれ

ばありがたいというふうに思います。いかがでしょうか。ほかの方、よろしいですか。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 そのような方針であれば、私の判断で。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 もう一度確認ですけれども、つけるのは、いいのが二重丸、ちょっといいのが丸で、残念なのが

バツで、何もつけないのもある。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 あっても構わない。全部つけても構わない。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 それと、どっちに書いてもいいということですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうです。どちらでも。そちらのほうで書いていただくか、Webで出していただいても結構ですし、

こちらでもいいと。ただ、これについてはコメントの書きにくさはあろうかなと思いますが、引

き出してとか、そのほうがやりやすければそれはそれで構わない。私が一番自分で言って自分の

ことなんですが、読めるように書いてください。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 字をきれいにということですね。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    



 

 これ、メールでもらうことできますか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 はい、できます。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 あと、ちょっと気になったのが、結構トリミングしてあるのがありますね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありますね。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 それの扱いはどうなんでしょう。目に見るものはやっぱり何というか自然な、嫌なものも目に入

ってくるわけで、それで視点場に行かれたということもあるだろうけれども。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうですね。先ほど出たように電柱が、ひろげて見れば電柱があったり、それから携帯のサテラ

イトがあるとかいうのはありましたよね。もう一つは、不自然にある部分を強調しているとかいう

のは、ちょっと景観としてはどうかなとは思うんですね。その辺でご判断いただくのかと思います。

よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、出尽くしたとは言えませんが、大体今ので意見が出たかなと思いますので、30から40

というものを、先ほど確認したように、357作品全部を対象とするに変更し、各作品について、二重

丸、丸、バツ、そして他の資料を斜め見ながら、そこの見方はご自由にということで、事務局に２

月17日で提出していただくと。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 という案なんですが、皆さん、よろしいですか。今日、今週入れて４週間なんですけれども、す

ぐにメール、必要な方はすぐにお送りさせていただきますので、それぐらいで大丈夫ですか。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 よろしいですか。年度末なので、決めたものでいくという形でご協力ください。２月17日金曜日

締め切りというようなことで、どうぞよろしくお願いをしたいと思います。 

 それでは、３番目の話なんですけれども、３番はそれほどかからないので、事務局の案は休憩と

いうことになっているんですけれども、このまま10分休憩したほうがよろしいでしょうか。続行

でよろしいでしょうか。 

（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）（Ｂ委員）    

 続行で。 

（Ａ委員（Ａ委員（Ａ委員（Ａ委員））））    

 よろしいですか。吉田委員。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 はい、いいです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 よろしいですか。ほかの皆さん、よろしいですか。 

 それでは続行させてください。 

 ３番目の説明をお願いいたします。 

３ はつかいち景観百選の冊子構成（案）について 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 それでは、「３ はつかいち景観百選の冊子構成（案）について」でございます。完成形をどう

いうふうにするかということなんですが、議案集の８ページをお開きくださるでしょうか。 

 それでは「３ はつかいち景観百選の冊子構成（案）について」でございます。 

 アの冊子タイトルでございますが、「はつかいち景観百選」の目的である廿日市市の景観を市民

と共有し、守り、生かせる取り組みにつなげることが表現できるタイトルとします。 

 また、募集期間から応募者などに周知している「はつかいち景観百選」のタイトルを生かしたま

ま、副題として目的や市民が選んだことなどが盛り込まれたタイトルとします。タイトル例とい

たしまして、『はつかいち景観百選 ～市民が選んだ「後世に残したい・大切にしたい」「見て

ほしい・知ってほしい」はつかいちの景観～』を挙げております。 

 また、他市町の参考例として、福山市と福島市の表紙を掲載しております。副題がないものや、



 

市民に伝えたいものを副題にしているケースがございました。 

 イの景観タイトルでは、廿日市市景観計画において、「景観」は眺める場所（視点場）などによ

って、印象が異なり、「目に映るものだけでなく、廿日市市の風土と、そこに育まれてきた歴史・

文化や人々の暮らしや営みを総合的にあらわすもの」と定義しております。そのことから、視点

場と景観資源は重要な関係性があるため、両者が表現されたタイトルが望ましいと考えておりま

す。例といたしまして、「視点場から見た景観資源」「○○から見た○○」を挙げております。 

 議案集の９ページをお開きください。 

 他の市町の参考例といたしまして、福山市と福島市の景観作品ページを一部掲載しております。

福山市は全36ページで作品ごとに景観タイトル、写真、地図、説明文が掲載されており、景観資

源数は100で視点場が異なる場合も写真が複数掲載されております。福島市は全16ページで作品ご

とに景観タイトル、写真、説明文が掲載されており、景観資源数は116で視点場が異なる場合も枝

番をつけて複数掲載されております。 

 （２）の冊子イメージ（案）でございますが、全12ページで地域別のＡ案と廿日市市全域のＢ案

を作成しております。 

 まずは、【資料⑦】冊子イメージＡ案（地域別）をごらんください。 

 表紙をめくりますと、吉和地域、佐伯地域、廿日市地域、大野地域、宮島地域の順に各地域の地

図と景観資源ごとのタイトルと写真を掲載し、最後のページに廿日市市全域の地図を掲載します。 

 次に、【資料⑧】冊子イメージＢ案（全市）でございます。 

 表紙をめくりますと、廿日市市全域の地図と景観資源一覧を掲載し、それ以降のページに自然の

景、歴史の景、都市の景、くらし・しごとの景と景観の分野別に景観資源ごとのタイトルと写真

を掲載します。 

 なお、応募者の氏名を公表するかどうかにつきましては、「はつかいち景観百選」は写真コンテ

ストではなく、すぐれた景観を表現しているかどうかを選定するものであるため、公表はしない

というふうに考えております。 

 （３）廿日市市景観計画との整合でございますが、今後の景観形成について市民とともに育める

冊子にするため、冊子の表紙に、「はつかいち景観百選」の選定に至るまでの経緯と選定された

景観をこれからどのように活用していくかなどを掲載します。 

 以上で「３ はつかいち景観百選の活用方法について」の説明を終わります。ご審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございました。 

 今ご説明いただいたとおりでございますけれども、今段階で、どのくらい景観対象が選出される

のかがわからない。地域別にどのくらいなのか、自然とかの景ごとにどのくらいかわかりません

ので、今この例えばＡ案、Ｂ案という中で、Ａ案である地域は、数が多いから各視対象の記載が

薄くなる可能性はないのかということがあるかもしれませんね。そうした、わからない部分がご

ざいます。 

 それから、２番目は地域別の資料⑦を見ると、地域の載せ方、掲載の順序ですね、これはどうや

っても難しいんですけれども、景観計画に載っている地域の順番だと思うんですけどね、今現在

は。要するに、廿日市市に２町が併合合併して、時を経てまた２町が併合合併して結局５地域に

なったという、そういうリズムを大事にした順番ということに相なりますので、両者の間に３地

域目として、廿日市地域が、置かれているというわけです。ということですが、これでいいのか

どうかわからないけれども、廿日市景観計画のもとにやっているわけですから、地域別でいくな

らばこのほうがわかりやすいかなとは思います、これが２番目。 

 それから、３番目は子供にも募集を呼びかけたんですけれども、その冊子が要するに成人用とい

うか、ということが主になるのですが、今後、子供に向けたものはどうなるのかということも、

先ほど一番当初に部長さんのほうから、若い方が多いのはすごく将来にとって、将来を見据える

と明るい光だなという話がございましたけれども、それを考える必要もあるかなというふうに思

いました。 

 それから、応募した方の氏名は公表は不要ということになって、これは私もそれでよろしいと思

うんですけれども、募集要項のほうにはその点は大丈夫なんですかね。募集要項にはその辺の記



 

載は、その他でも色がついていると不要とするというのは少しやりにくいわけですけれども、そ

れ確認してみてください。後ほどで結構ですから。というふうには感じました。 

 あとは全体としてご説明よくわかりましたし、私のコメントは以上ですけれども、ご意見ござい

ますでしょうか、お願いいたします。 

（Ｈ委員）（Ｈ委員）（Ｈ委員）（Ｈ委員）    

 いいですか。市のほうにお尋ねしたいんですけれども、廿日市景観百選という応募がどれぐらい

浸透したというのは。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 人数でいうと応募された方が115名ということで、人数としてはそういう結果にはなったんだと思

うんですけれども、実は募集のチラシは見たけれども応募はしていない、でも廿日市の景観って

あるよねというのは、チラシを見られた方はあるんだろうと思うんです。ですから、チラシはか

なりつくって市役所のロビーとか市民センター、学校、随分配っていますので、そういう意味で

は景観百選というのを廿日市がこういった行事でやるんだなということは少しはわかっていただ

いたんだろうとは思います。ただ、本当の意味で景観に対する醸成という意味で浸透したかとい

うのはちょっとその117名の方は写真家の方というか、そういう方もお名前の中にはありますので、

そういう意味ではもっともっと醸成をする意味では語りかけていかなくてはいけないんだろうと

いうふうには思います。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 非常にストレートに申し上げるとそれほど応募が多いわけではないんですね。ですから、先ほど

のご説明の中で育てる、景観を育てるというイメージが書いてあったと思うんですけれども、ま

さにそうだと思うんですね。私、景観百選からこの仕事を景観計画のもとにするということにつ

いては、幾つか意見があるかなと思っていたんです、個人では。しかし、そういうレールが引か

れていましたので、それならばそれでそれをきっかけに景観計画、景観に対する思いを広げる機

会にすればいいと、そういうふうに理解しました。ですから、先生おっしゃるとおりだと思いま

すので、先ほどの表紙のところに経過を書こうということになったのですから、そこにぜひ景観

に対する理解、その景観のために景観計画を立てて市も頑張っているし、各地域でも頑張ってほ

しいし、個人の問題としてほしいと、地域の問題としてほしいと。例えば、先ほども出ましたけ

れども、大野地域で大野地域景観20景とかやるぞというふうな広がりとかつながりとか出てくる

とうれしいなという話を思って、それは第２回目のときの審議会で私、申し上げたと思いますけ

れども、そんなふうに育てる景観というふうになればありがたいなと思います。ですから、一定

の節目が出たから云々ではなくて、これから節目を幾つもつくっていきましょうと、そういうこ

とのステップであるというふうに私は思っているんですけれども、いかがでしょうか。よろしい

でしょうか。 

（Ｈ委員）（Ｈ委員）（Ｈ委員）（Ｈ委員）    

 やっぱりその浸透しているかどうかということを踏まえてこういう冊子をつくっていかなきゃい

けないというふうに思いますので、タイトルというのも、そういう意味合いも込めて考えていき

たいなというふうには思っています。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ありがとうございます。 

 今回うれしかったのは、10代、最後の最後まで出ないな、出ないなと思って、最後の最後で小学

校と出前講座に行った大野中学校から出てきたんですね。たとえ学校のクラスの授業の一環で取

り組んだとしても、最後の10代の子がしてくれたということは、必ず何かその子に残るだろうし、

今から育っていくんだろうと思うので、それは非常にありがたかったです。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 お願いいたします。 

（Ｃ委（Ｃ委（Ｃ委（Ｃ委員）員）員）員）    

 今、いろんな方が、160人の方が参加されて、作品を出された方に対して何らかの、こういうふう

に参加ありがとうございましたみたいな報告はあるんですか。今、名前を公表しないということ

は、そこででも何もわからないわけじゃないですか、一方的に出したよなと思っていて。だから、

そこに何らかの出したという、ご参加ありがとうございましたみたいな報告があるんでしょうか。 



 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 最後に冊子を今約1,000部ぐらいはつくる予定でおるんですけれども、それを全部応募者の方には

送ろうと思っております。まとめたものをですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 よろしゅうございましょうか。 

 先ほど稲田委員の話に戻りますけれども、確かにたくさんの応募があって、そして取りまとめて

ということの夜明け前なんですけどね。ですから、今後育てていくというふうなことのかおりが

タイトルに出るといいという、そういうお話なので、タイトルの案の例の上に、「共有し、守り、

活かせる取り組みにつなげる」というところはいいと思うんですけれども、その下にある例が稲

田委員のコメントからすると、そういうふうなことのかおりがもうちょっと出るといいねという

ふうな思いかなというふうに解釈を勝手にいたしましたので、その辺をちょっと工夫いただいて、

次回のときにご提案をいただければというふうに思いますし、我々自身も事務局に提案申し上げ

なければいけないことであろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 吉田委員、お願いします。 

（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）（Ｄ委員）    

 今のタイトルで年号を入れたりすると2017年の景観百選だというと、またいずれ、また何年か後

にあるのかなという期待感が出てつながるんじゃないかなと思います。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 ありがとうございます。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございます。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 今、表紙の写真は募集のときのそのままの写真にしているんですけれども、せっかくなので今回

応募された中からまたちょっとその辺を組みかえてということもということも考えなきゃいけな

いかなというふうに思っていますので。 

（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）（Ｆ委員）    

 冊子をつくるに当たってなんですが、要望といいますか、今、両方の案、Ａ案、Ｂ案とも廿日市

の西部区域がいきなり入っているんですよね。これはやっぱり県外というか県内でも例えば吉和

って安芸太田町という人もいらっしゃるんですよ。ということで、広島県地図での廿日市の位置、

景観計画の９ページなんですが、広島県全図があるんですよ。県内で廿日市の位置はどうですよ

と、９ページなんですけれども、こういった地図が１点と、16ページの地域区分、廿日市市内の

吉和、佐伯、これではちょっと今の地図ではわかりにくいと思うので、これが１ページに二つの

絵を入れてもいいとは思うんですが、その辺をちょっと入れたらいかがかなものかなという。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございます。ご検討いただければと思います。 

 細見委員、お願いします。 

（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）（Ｅ委員）    

 タイトルはまだちょっと確定でないですけれども、視点場に立つ景観ということがうたってある

のはそんなにないと思うんですね、これまでの百選の中で。わざわざ、バツのためとはいえ行っ

ていただいたりはしているんですけれども、できれば、福山市の冊子にあるように、すごく集中

した地図があるじゃないですか。そうすると、行ってみようかなというのがあるというふうに思

うんですね。これは全部やる必要ないと思うんですよ。さっきおっしゃったように幾つも視点場

があるものというのは限られていると思うので、それだけに関しては何かこういうちょっとクロ

ーズアップした地図をつけたりということ、均質に扱わなきゃいけないのかもしれないんですけ

れども、それはちょっと理由があって、いろんな視点からこういうふうに見てくださいというこ

とをアピールするということは、タイトルにつながると思うんですよね。どこそこに立つこうい

う風景という、さっきからいっぱいありました五重塔に関して、宮島をいうとちょっと狭くなっ

てしまうんですけれども、いっぱい視点場はあるということで、ここに立って見るとこういうふ

うに見えるというのは、これは例えば観光客の人なんかにとってみると、こういうものを手にし

たときに、手にされるようになるかどうかは分からないですけれども、ここからこう見たら、や



 

っぱりこっちからも見てみようかというふうに思ってくださるかなという。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございました。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 ちょっとお伺いしたいんですが、視点場の調査をしたときに向井さんがおっしゃっていましたが、

いきなり90度向いて見た景色と同じ視点場で右90度見た景色というのがありましたか、そのよう

な視点場。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 １点、橋の上から下を市電が通っておって、橋の広島市際を見たものと宮島側を見たものという

応募は１件あったように記憶しております。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 それ、作者は違うんですよね。 

（事務局（事務局（事務局（事務局））））    

 いや、作者は一緒の方でしたね。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 一緒ですか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 そうですね、横断歩道橋からちょうど広電宮島線を見て、下り側の宮島方向、上りのいわゆる廿

日市方向を見たというのはございました。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 なるほど。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 いわゆる広電の宮島線の電車を見越した風景ですね。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 観光協会的に言いますと、視点場を訪ねる旅というのは大事でして、そこに行かなきゃその景色

が見られないということで、それでその景色を選んだんですから、やっぱりそこが大事だと思う

んですね。やっぱり行きやすいところと行きにくいところがある。行楽客などを誘い込むのには

余りにも危険だというところもありますので、これはちょっと難しいんですが、そこまでのこと

は見ないと思いますけれども。 

 それから、この２つともの分け方、１つは写真のジャンルで分けています、１つは地域で分けて

います、端的にいえば地域で分けるほうが私どもとしては非常に直接的なんですけれども、ただ、

数が少ない、多いがあると思いますので、その辺、少し語弊が出るかなと。ここはいい景観が少

ない地域なんだなとか、簡単に単純に思う人もいますので、それ、今度、ここ、公募したことか

らの選出ですから、それはちょっと地域としては悲しいかなというような、その辺、ちょっと難

しいところですね。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうですね。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 悩ましいですね。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 今おっしゃるように、このまとめ方も幾つにもあるんだろうと思うんです。私ども今回、景観百

選ということで、いわゆる景観ということに重視を置いたものですので、例えばここをもとにい

わゆる観光用に変化をさせるとか、小中学生の教材用に変化させるとかというのは、これからい

ろいろ考えると出てくるだろうと思うんです。それの第一歩となる景観百選のまとめ方をちょっ

としっかり検討していきたいと。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 ありがとうございます。 

 前の委員会のときに、これをもとにして地域見学ルートとかいうふうな話が出ていましたけれど

も、ほかのまちでもそういうのを活用しているところがありますので、先ほどおっしゃられたよ

うに、際のところで里を見るとか、山を見るとか、こちらを見るとか、そういうふうなことって



 

大事なことですね。里を見ながら恵みを感じるとかいうことも大いにありますので、今おっしゃ

られたように、それを育てるもう一つの見方だと思いますね。どうもありがとうございました。 

 ほかにないでしょうか。よろしゅうございましょうか。 

 それでは、11時半を終了時刻に考えましょうという中で、ほぼその方向へ動いております。今の

議題３について、審議し、よい意見があり、一定の方向が見定まったというふうにさせてくださ

い。ありがとうございました。 

 最後に、前回の審議会の議題にございました会議録の公開についてでございます。 

 市のホームページの景観審議会のページに審議会の様子の写真を掲載するに当たりまして、前回、

全員出席じゃなかったものですから、欠席された方もいらっしゃいますので、改めて各委員の承

諾をいただければというふうに思います。もう一回復習しますけれども、議事録がございまして、

あると思ってください、その議事録の上のほうに写真を載せたいということで、たしか岡本委員

のご発案でそういう形になったと思うんですけれども、その写真は全体でこういう細長の写真だ

と思うんです、写真、お顔が見にくい。かえってよいのかもしれない、そういうふうな写真にな

ろうかと思いますけれども、改めて写真を掲載することについてご承諾をいただければと思いま

すけれども、よろしゅうございましょうか。前回欠席の方で今日おいでの方ってどなた。よろし

いですか。 

（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）（Ｇ委員）    

 結構です。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 それでは、ご承諾を改めていただいたというふうにさせていただければというふうに。今日ご欠

席の方で、前回欠席された方はおられますか。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 正木委員が１名。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 では、正木委員に、このことお知らせしておいてください。よろしくどうぞ。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 それでまた全員おそろいのときにまた撮り直しをしてはめかえるということもできると思います

ので。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 そうすると、次の審議会ということに。 

（事務局）（事務局）（事務局）（事務局）    

 もし３月の審議会で全員そろうようでしたら、そのときにお願いしたいと思います。 

（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）（Ａ委員）    

 どうもありがとうございました。 

 それでは、今日は予定よりちょっと10分ほど早く、皆さんのご協力で、しかしその短い時間です

けれども、深い審議ができたかと思っておりまして、感謝いたす次第でございます。 

 以上をもちまして本日の第５回廿日市市景観審議会を閉会とさせていただきます。 

 本日はありがとうございました。 

 

 


